
ｓ
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神
戸
港
の
「
大
津
波
」 

 

当
館
の
貴
重
書
庫
に
『
大
坂
神
戸
兵
庫

漛
大
津
浪
之
新
聞
』
と
い
う
資
料
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
に
は
、
明
治
四
年
五
月
十
八

日
（
新
暦
の
七
月
五
日
）
「
車
軸
を
流
す

よ
う
な
豪
雨
」
と
暴
風
に
よ
る
高
波
が 

神
戸
に
押
し
寄
せ
、
停
泊
中
の
外
国
船
や

多
く
の
船
が
陸
地
に
打
ち
上
げ
ら
れ
、 

 

外
国
人
居
留
地
の
商
館
や
人
家
に
甚
大
な

被
害
を
与
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

国
立
公
文
書
館
蔵
『
兵
庫
県
史
料
』
に

よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
波
の
高
さ
は
一
．
五

メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
被
害
を
受
け
た
船
は

三
百
七
十
艘
余
り
、
居
留
地
以
西
の
建
物

で
被
害
を
受
け
な
か
っ
た
建
物
は
一
つ
と

し
て
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
開
港
後
、 

急
速
に
築
造
が
進
め
ら
れ
て
い
た
波
止
場
、

居
留
地
や
荷
揚
桟
橋
の
石
垣
は
九
割
が
た

破
損
（
損
失
額
七
千
二
百
両
）
し
ま
し
た

が
、
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
六
千
二
百
両

の
追
加
額
を
も
っ
て
改
造
工
事
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

明
治
期
、
神
戸
港
は
幾
度
も
台
風
や 

高
波
に
見
舞
わ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い 

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
び
に
復
興
を 

重
ね
、
国
際
的
な
港
と
し
て
の
礎
を
築
い

て
い
き
ま
し
た
。 

参
考
文
献
：
荒
尾
親
成
『
明
治
・
大
正 

神
戸
の

お
も
か
げ
集
』
（
中
外
書
房
）
他 

『大坂神戸兵庫漛大津浪之新聞』  

当館資料の欠部分（左半分）を兵庫県立歴史博物館所蔵の資料画像で補っています 

ＫＯＢＥの本棚 
      －神戸ふるさと文庫だより－ 

                                                                                             

第 94 号  令和2年(2020年) 3月20日 

編集・発行   神戸市立中央図書館 

                                        〒650-0017神戸市中央区楠町7-2-1 (078)371-3351 

                      

 

 

し
ゃ
じ
く 

そ
う 

み
な
と 

みなと 



－新しく入った本－ 

神
戸
と
洋
食 

江
弘
毅
編
（
神
戸
新
聞
総

合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 

神
戸
に
根
付
い
た
洋
食
文
化
の
歴
史

は
開
港
に
端
を
発
す
る
。
西
洋
か
ら

入
っ
て
き
た
肉
食
文
化
は
文
明
開
化
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
一
気
に
広
が
っ
た
。 

 

「
日
本
仏
料
理
の
父
」
フ
ラ
ン
ス
人

ル
イ
・
ペ
ギ
ュ
ー
が
居
留
地
に
開
業
し

た
「
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
」
の
レ
ス

ト
ラ
ン
は
、
国
の
内
外
で
絶
賛
さ
れ
、

そ
の
味
は
多
く
の
料
理
人
に
よ
っ
て
今

も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
、

外
国
航
路
の
客
船
の
コ
ッ
ク
た
ち
が
上

陸
し
て
も
た
ら
し
た
料
理
、
新
し
い
洋

食
を
模
索
し
進
化
す
る
店
な
ど
、
神
戸

の
洋
食
が
様
々
な
角
度
か
ら
語
ら
れ
て

い
る
。
豊
富
な
料
理
の
写
真
と
と
も
に

十
五
店
舗
の
紹
介
も
あ
る
。 

            

グ
ル
ー
ム
さ
ん
の
あ
る
一
日
―
神
戸
居
留

地
も
の
が
た
り 

宇
津
誠
二
制
作 

 
 

明
治
中
期
、
六
甲
山
に
別
荘
地
や
ゴ

ル
フ
場
を
造
り
「
六
甲
山
の
開
祖
」
と

呼
ば
れ
た
の
が
、
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る

Ａ
・
Ｈ
・
グ
ル
ー
ム
で
あ
る
。 

彼
が
残
し
た
一
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た
著
者
は
、

絵
に
描
か
れ
て
い
る
人
物
を
中
心
に
、

明
治
九
年
の
米
国
独
立
百
周
年
の
記
念

す
べ
き
一
日
を
描
き
出
し
た
。
物
語
の

な
か
で
は
国
籍
に
関
係
な
く
記
念
日
を

祝
う
人
々
の
姿
や
、
盛
り
上
が
る
神
戸

の
街
の
様
子
が
生
き
生
き
と
語
ら
れ
る
。 

 

ひ
ょ
う
ご
で
出
会
う
野
鳥 

西
播
愛
鳥
会

編
著
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

県
を
代
表
す
る
鳥
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
は

じ
め
、
身
近
な
留
鳥
や
、
夏
鳥
と
冬
鳥
、

春
や
秋
に
通
過
す
る
旅
鳥
な
ど
、
豊
か

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
兵
庫
県
で
観

察
で
き
る
野
鳥
の
う
ち
二
〇
六
種
が
カ

ラ
ー
写
真
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
る
。
鳥

た
ち
の
四
季
折
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
な
ど
、

野
鳥
を
知
る
た
め
の
コ
ラ
ム
も
充
実
。 

西
区
に
出
現
し
た
迷
鳥
サ
バ
ク
ヒ
タ

キ
、
姫
路
市
の
民
家
に
訪
れ
た
カ
ラ
ム

ク
ド
リ
な
ど
、
県
内
で
見
る
こ
と
が
稀

な
珍
鳥
が
近
年
観
察
さ
れ
た
事
例
ま
で

記
し
て
あ
る
の
も
鳥
好
き
に
は
嬉
し
い
。 

仮
設
住
宅
３
万
戸
―
阪
神
・
淡
路
大
震
災 

 

神
戸
市
仮
設
住
宅
担
当
者 

募
集
・
入
居
事

務
奮
戦
記 

秋
定
敦
著
・
発
行 

平
成
七
年
に
兵
庫
県
南
部
を
襲
っ
た

地
震
で
、
神
戸
市
で
は
最
大
二
十
三
万

人
が
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

そ
の
状
況
下
で
、
著
者
は
市
職
員
と

し
て
仮
設
住
宅
の
募
集
・
入
居
の
事
務

を
担
当
し
「
早
く
、
大
量
に
」
住
宅
を

市
民
に
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。 

国
や
県
と
市
民
の
要
望
に
挟
ま
れ
、

忙
殺
さ
れ
た
日
々
の
記
憶
を
後
世
に
残

す
た
め
、
少
し
ず
つ
書
き
溜
め
て
五
年

を
か
け
て
ま
と
め
た
。 

 

差
異
の
美
学
―
神
戸
文
化
と
神
戸
ビ
エ
ン

ナ
ー
レ 

大
森
正
夫
、
神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
組
織
委
員
会
事
務
局
編
著
（
出
版
ワ
ー

ク
ス
） 神

戸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
後
、
経
済
の
復
興
か
ら
文
化

の
復
興
を
め
ざ
す
総
合
芸
術
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
隔
年
で
五

回
開
か
れ
た
。
公
募
展
方
式
、
実
行
委

員
会
に
よ
る
運
営
、
港
町
ら
し
く
野
外

で
コ
ン
テ
ナ
を
使
う
展
示
、
現
代
美
術

以
外
に
生
け
花
や
園
芸
を
取
り
込
む
な

ど
、
新
し
い
芸
術
の
形
を
追
求
し
た
。

こ
の
活
動
を
支
え
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
の
言
葉
で
活
動
を
振
り
返
る
。 

新
五
国
風
土
記
―
ひ
ょ
う
ご
彩
祭 

神
戸

新
聞
社
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 兵

庫
県
の
祭
り
や
風
習
な
ど
の
伝
統

行
事
、
食
文
化
の
「
今
」
を
地
元
の
人

に
取
材
を
重
ね
書
き
記
し
た
。 

話
題
は
、
「
親
族
総
出
、
祝
う
ハ
レ

の
日
」
「
ド
ラ
ク
エ
と
お
に
ぎ
り
」

「
お
地
蔵
さ
ん
『
は
し
ご
』
の
夜
」

「
丹
波
の
足
立
さ
ん
」
「
魔
よ
け
の
コ

ト
ノ
ハ
シ
」
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な
七
十

五
話
が
並
び
、
日
常
を
飾
ら
ず
写
し
た

文
章
と
写
真
に
は
温
か
み
が
あ
る
。 

過
疎
化
や
伝
統
文
化
の
衰
退
が
多
く

の
地
域
に
見
ら
れ
る
な
か
、
人
々
が
伝

統
を
暮
ら
し
の
中
で
楽
し
み
大
切
に
す

る
思
い
や
柔
軟
に
形
を
変
え
つ
な
げ
て

い
く
姿
を
強
く
感
じ
る
。 

            

り
ゅ
う
ち
ょ
う 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200261149&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200633878&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200255894&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200622012&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200258421&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200625823&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200256087&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200622791&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200257141&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200621593&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200260401&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200630731&type=CtlgBook
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ご
ろ
ご
ろ
、
神
戸
。 

平
民
金
子
（
ぴ
あ

株
式
会
社
関
西
支
社
） 

著
者
は
、
神
戸
の
中
心
部
か
ら
少
し

離
れ
た
場
所
に
あ
る
商
店
街
や
町
並
み

に
惹
か
れ
て
神
戸
に
移
住
し
、
子
育
て

を
始
め
た
。
湊
川
界
隈
や
水
道
筋
の
商

店
街
か
ら
、
王
子
動
物
園
や
須
磨
水
族

園
、
大
丸
神
戸
店
の
屋
上
ま
で
。
子
ど

も
を
乗
せ
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
ご
ろ
ご
ろ

い
わ
せ
な
が
ら
訪
れ
た
場
所
、
出
会
っ

た
人
々
な
ど
、
日
々
の
生
活
が
描
か
れ

た
短
編
エ
ッ
セ
イ
集
で
あ
る
。 

本
書
に
は
、
二
年
に
わ
た
り
神
戸
市

広
報
課
の
サ
イ
ト
で
連
載
さ
れ
て
い
た

も
の
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
と
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
作
者
の
感
想
が
Ｂ
面
と
し
て

収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

神
戸
残
影 

久
元
喜
造
（
神
戸
新
聞
総
合

出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

現
役
市
長
に
よ
る
随
筆
集
。
神
戸
で

過
ご
し
た
少
年
時
代
を
振
返
り
、
市
電

で
の
人
情
味
あ
る
会
話
や
、
裏
山
で
野

犬
の
群
れ
に
遭
遇
し
息
を
殺
し
て
や
り

過
ご
し
た
経
験
な
ど
、
記
憶
を
鮮
や
か

に
蘇
ら
せ
る
。
ま
た
、
お
好
み
焼
き
や

近
海
の
魚
と
い
っ
た
食
の
話
題
、
古
く

な
っ
た
船
や
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
を
敬
意

を
も
っ
て
移
設
・
撤
去
し
て
風
景
を
再

生
さ
せ
た
こ
と
等
、
テ
ー
マ
は
幅
広
い
。 

𠮷
岡
充
水
彩
画
集
―
播
磨
と
神
戸
と
阪
神

と 

𠮷
岡
充
（
三
帆
舎
） 

神
戸
市
在
住
の
画
家
が
兵
庫
県
の
街

並
み
を
描
い
た
画
集
の
第
二
弾
。
宝
塚

歌
劇
場
や
甲
子
園
球
場
、
風
情
あ
る
民

家
や
商
店
街
な
ど
、
前
作
以
降
の
二
三

六
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
今
は
な
き

ポ
ー
ト
ピ
ア
ラ
ン
ド
な
ど
、
時
代
と
共

に
変
わ
り
ゆ
く
風
景
も
楽
し
め
る
。
細

や
か
な
タ
ッ
チ
と
色
づ
か
い
に
、
写
真

と
は
ま
た
違
う
温
か
み
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
。
作
品
ご
と
に
添
え
ら
れ
た
、

そ
の
場
所
に
対
す
る
著
者
の
思
い
が
窺

え
る
紹
介
文
に
も
注
目
し
て
み
て
ほ
し

い
。 

 

犬
の
目
、
人
の
眼
差
し 

竹
内
明
久 

切
り

絵
・
文
（
波
止
場
通
信
社
） 

戦
後
の
闇
市
が
ル
ー
ツ
と
い
わ
れ
、

当
時
の
名
残
を
留
め
る
元
町
高
架
通
商

店
街
、
通
称
モ
ト
コ
ー
。
デ
ィ
ー
プ
で

個
性
的
な
こ
の
商
店
街
も
阪
神
・
淡
路

大
震
災
や
Ｊ
Ｒ
と
の
契
約
問
題
な
ど
の

影
響
で
店
舗
の
移
転
、
閉
店
が
続
き
、

急
速
に
そ
の
姿
を
変
え
つ
つ
あ
る
。 

コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
で
あ
り
、
故
・
成

田
一
徹
に
師
事
し
、
切
り
絵
を
学
ん
だ

著
者
が
日
々
歩
い
て
目
に
し
た
風
景
や

店
主
の
姿
か
ら
移
り
行
く
モ
ト
コ
ー
の

今
を
切
り
絵
と
エ
ッ
セ
イ
で
綴
る
。 

一
九
三
〇
年
代
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
集
―
矢
向

季
子
・
隼
橋
登
美
子
・
冬
澤
弦 

季
村
敏

夫
編
（
み
ず
の
わ
出
版
） 

 

絵
葉
書
で
見
る
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
―
明

治
・
大
正
・
昭
和
―
神
戸
市
ほ
か 

兵
庫

県
編
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
１
（
絵
葉
書
資
料
館 

タ

イ
ム
ロ
マ
ン
） 

                      

神
戸 

近
代
都
市
の
過
去
・
現
在
・
未
来

―
災
害
と
人
口
減
少
都
市
か
ら
持
続
可
能

な
幸
福
都
市
へ 

池
田
清
（
社
会
評
論

社
） 

 

神
戸
モ
ダ
ン
の
女 

大
西
明
子
（
編
集
工

房
ノ
ア
） 

   

中山岩太は、大正7年に東京美術学校臨時写真科を卒業後に渡米、

ニューヨークで写真館を経営して活躍します。大正15年、パリに渡

り、藤田嗣治ら錚々たる芸術家たちと親交を得て、欧州モダニズムの

最先端の動向に接します。帰国後は、芦屋カメラクラブを結成し、当

時世界的に隆盛していた前衛的・実験的写真表現を実践する新たな写

真芸術活動を行い、昭和5年に「国際広告写真展」へ出品すると、独自

の構成的モンタージュ作品《福助足袋》が、商業美術や写真界に衝撃

を与え、その後の広告文化に大きな影響を及ぼすことになりました。 

昭和5年鯉川筋に開かれた「画廊」では、中山が興した神戸商業美術

研究会の展覧会が開催され、そこに集う芸術家や文化人達の交流が盛

んに行われました。また昭和11年に開設された神戸大丸写真室を引き

受けた中山は、経営的手腕を見せて幅広く活躍し、耽美 

的な作風と共に、高度な技術水準によって多くの支持を 

得ました。「私はいつでも美しい写真を追及している」 

という信条を生涯貫き続けた芸術家でした。 

神戸  その 18 
あんな人こんな人 

中山 岩太 なかやま・いわた  

明治28年(1895) ～ 昭和24年(1949) 

『中山岩太』 

（淡交社） 

参考文献:松實輝彦『広告写真のモダニズム― 

写真家・中山岩太と一九三〇年代』（青弓社）他 

そうそう 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200260624&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200633988&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200259901&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200629620&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200259934&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200630377&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200256143&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200622820&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200258134&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200625406&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200257959&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200627514&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200257520&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200624632&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200255857&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200621591&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200170424&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200426941&type=CtlgBook
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ラ
ン
ダ
ム
・
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ォ
ー
ク
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ン
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コ
ウ
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神
戸
税
関
庁
舎 

 

神
戸
税
関
の
起
源
は
幕
末
の
運
上
所
に

ま
で
遡
り
ま
す
。
安
政
五
年
の
日
米
修
好

通
商
条
約
に
よ
り
、
慶
応
三
年
、
神
戸
は

開
港
し
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
人
Ｊ
．
Ｗ
．

ハ
ー
ト
の
作
成
し
た
『
居
留
地
計
画
図
』

の
右
側
や
や
下
の
区
画
さ
れ
て
い
な
い
部

分
に
運
上
所
（C

U
S
TO

M
 
H

O
U

S
E

）
が

表
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

      運
上
所
の
建
物
は
モ
ダ
ン
な
和
洋
折
衷
で
、

ガ
ラ
ス
窓
が
美
し
く
当
時
の
人
々
を
驚
か

せ
「
ビ
ー
ド
ロ
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
た
そ
う

で
す
。
「
運
上
」
と
い
う
の
は
商
工
業
者

が
払
う
現
代
で
い
う
「
取
引
税
」
に
当
た 

      

る
税
金
で
す
。 

 

明
治
五
年
十
一
月
二
十
八
日
に
全
国
の

運
上
所
が
名
称
統
一
さ
れ
、
神
戸
運
上
所

も
明
治
六
年
一
月
四
日
に
「
神
戸
税
関
」

と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
庁
舎
は
、
旧

運
上
所
の
建
物
を
取
り
壊
し
て
建
設
さ
れ
、

石
造
二
階
建
て
、
翌
年
一
月
二
日
開
庁
し

ま
し
た
。 

大
正
十
一
年
二
月
、
初
代
神
戸
税
関
の

建
物
は
不
慮
の
火
事
で
焼
失
し
ま
す
。
記

録
的
な
寒
波
襲
来
の
た
め
水
道
の
水
が
凍

る
な
ど
消
火
活
動
は
困
難
を
極
め
た
そ
う

で
す
。
同
年
十
一
月
、
跡
地
に
は
木
造
の

仮
庁
舎
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

            

そ
し
て
、
新
突
堤
が
海
を
埋
め
立
て
て

建
設
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
二
代
目
庁
舎

が
旧
庁
舎
の
や
や
東
、
現
在
の
場
所
に
建

設
さ
れ
ま
す
。
大
正
十
二
年
に
着
工
し
、

昭
和
二
年
に
竣
工
、
敷
地
面
積
一
四
二
〇

坪
、
建
築
面
積
七
五
四
坪
、
延
べ
床
面
積

二
九
七
八
坪
、
地
上
四
階
地
下
一
階
、
塔

屋
付
、
耐
震
耐
火
構
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
建
物
で
、
御
影
石
・
タ
イ
ル
を
使

用
、
総
工
費
約
二
二
〇
万
円
（
現
在
で
約

二
兆
円
）
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

         

昭
和
十
八
年
十
一
月
、
第
二
次
世
界
大

戦
の
た
め
神
戸
税
関
は
閉
鎖
。
終
戦
直
後

の
昭
和
二
十
年
九
月
か
ら
連
合
軍
に
接
収

さ
れ
ま
す
が
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
四

日
か
ら
庁
舎
の
仮
使
用
が
認
め
ら
れ
、
庁

舎
に
お
い
て
税
関
業
務
が
再
開
し
ま
し
た
。 

第
二
次
世
界
大
戦
で
も
庁
舎
そ
の
も
の

に
被
害
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
老
朽
化

に
加
え
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
損
傷
に

よ
り
庁
舎
の
建
て
替
え
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

時
計
塔
の
あ
る
外
観
を
残
し
て
ほ
し
い
と

い
う
市
民
の
声
を
考
慮
し
て
、
平
成
八
年

四
月
、
本
館
の
改
修
と
隣
接
す
る
二
つ
の

分
館
の
建
替
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
建
物

は
地
下
一
階
地
上
十
階
建
て
の
鉄
骨
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
、
平
成
十
年
十
一
月

二
十
六
日
完
成
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
、
翌

年
か
ら
三
代
目
庁
舎
に
お
い
て
業
務
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

二
代
目
の
庁
舎
部
分
は
旧
館
と
し
て
保

存
さ
れ
、
税
関
の
役
割
や
歴
史
を
紹
介
す

る
広
報
展
示
室
が
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。
新
築
部
分
は
、
船
の
マ
ス
ト
や
船

長
室
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
全
体

が
神
戸
港
に
入
る
巨
大
な
船
に
見
え
ま
す
。

業
務
機
能
を
維
持
し
つ
つ
近
代
の
歴
史
的

建
造
物
を
保
存
活
用
し
て
い
く
神
戸
税
関

は
、
公
共
建
築
賞
を
は
じ
め
と
し
て
数
々

の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。 

            

参
考
文
献 

『
神
戸
税
関
百
年
史
』『
神
戸
税
関
１
２
０
年

の
歩
み
』
他 

「神戸税関発祥の地碑」 

運上所開設から130年を記

念して平成9年に運上所跡

（現在の神戸地方合同庁舎

付近）に建てられました 
『居留地計画図』(1870)に

描かれた運上所の位置 

神戸税関初代庁舎 

  『神戸税関120年の歩み』より 

2代目神戸税関庁舎 

『神戸税關廳舎新築概要』より 

北西から見た3代目神戸税関庁舎。北東から

は、2代目庁舎の姿を偲ぶことができる 
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